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抄　　録

【目的】�COVID-19の影響により臨地実習などの制約を受けた新人看護職員の、入職後のリアリティ

ショックや看護実践の困難を防止することを目的とし、本大学基盤型の卒後フォローアップ

研修プログラムを構築する。

【方法】�卒後フォローアップ研修開催の是非を看護学科教員で検討し、かつ2020年度４年次看護学生

にニーズ調査を行い、その必要性を導きだした。大学に報告し了解を得て、構築の工程にお

いて協力を得た。関連資料を参考にして人的組織化、プログラム内容、時期、方法、運営上

の留意点、広報活動、プログラム評価方法、等を検討した。

【結果】�看護学科教員20名がプロジェクトチームとして参加した。メンタルヘルスサポート、看護技

術（看護実践力）、社会人基礎力を含む23の研修プログラムを作成した。2021年５月１日から

８月21日までの原則土曜日で11日間の開催期間とした。参加方法は、ハイブリッドとし、大

学内看護実習室を対面会場、オンラインシステムへの参加、YouTubeによるオンデマンドへ

の参加を可能にした。

【結論】�構築した卒後フォローアップ研修は、大学基盤型であることで、23もの充実した研修プログ

ラムをタイムリーにかつ柔軟な対応力を持って提供できる仕組みにすることができた。
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Ⅰ．はじめに

　2020年初旬から新型コロナウイルス感染症（以下、

COVID-19）が拡大し、緊急事態宣言が出される中、

誰もがその影響を受け、生活や仕事、学習のスタイ

ルを変更、制約を受けざるを得ない状況になった。

　看護基礎教育でみると、いわゆる３密（密閉・密

集・密接）を避けるために授業形態そのものが大き

く変更され、オンライン授業が多くなされるように

なった。一方で、知識・技術・態度の統合を図り、

看護実践力を学ぶための病院等の臨地実習は、中止
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による学内実習への置き換え、あるいは時間短縮や

行動の制限など、様々な制約が生じる状況であった。

そのため、これらの学生の卒業した後のリアリティ

ショックや職場への不適応が生じることが懸念され

た（日本看護系大学協議会，2020）。

　この状況を鑑み、厚生労働省（2020）は、令和３

年度「新型コロナウイルスの影響に係る新人看護職

員卒後フォローアップ研修事業」の実施を提言した。

この事業は各都道府県が養成所・大学に委託するも

のであるが、開催時期や参加者の条件など、若干の

制約がある。そこで神奈川県立保健福祉大学独自に

新人看護職員向けの研修プログラムを構築し、それ

を大学基盤型新人看護職員卒後フォローアップ研修

と名称づけて、実施するに至った。本稿では、本研

修プログラムを構築するに至る経緯、工程、構築し

た研修プログラムについて述べる。

Ⅱ．経緯

１．COVID-19以前の新人看護職員の教育について

１）看護基礎教育卒業時の到達目標

　大学基盤型の新人看護職員卒後フォローアップ研

修の必要性に係る経緯を述べるにあたり、まずは

COVID-19以前の看護基礎教育における卒業時の到

達目標について述べる。

　看護基礎教育については、保健師助産師看護師学

校養成所指定規則に基づく「看護師等養成所の運営

に関する指導ガイドライン」が示されており、その

中で教育の基本的な考え方や留意点が示されている

とともに、「看護師に求められる実践能力と卒業時

の到達目標（案）」が別表として示されている（厚

生労働省，2020）。この卒業時の到達目標（案）が

明記されるようになった理由は、看護基礎教育での

教育と臨床現場で求められる能力とに大きなギャッ

プがあり、到達度を明確にする必要があったためで

ある（水戸ら，2011）。

　この指導ガイドラインでは、臨地実習は23単位と

し、看護の統合と実践２単位においては、「実務に

即した実習を行う。複数の患者を受け持つ実習を行

う。一勤務帯を通した実習を行う」というように、

実践力を重視した内容が提案されている（表１上段

参照）。

２）新人看護職員研修ガイドラインにみる到達目標

　新人看護職員の研修ガイドラインは、厚生労働省

から2010年に出された後、改訂版が2014年に出され

ている（厚生労働省，2014）。このガイドラインは、

新人看護職員が１年以内に到達することを目指す目

標として示され、臨床看護実践能力の強化に主眼を

置くこと、新人看護職員研修は管理者の責任であり、

幾重ものサポート体制を構築すること、職場適応サ

ポートやメンタルサポート体制づくりが必要である

ことが提言されている。

　この研修ガイドラインが出された以降は、病院施

設ごとに新人看護職員研修プログラムが組まれ、新

人看護職員の教育は、臨床側が責任をもって行われ

るようになったと言える。

２．COVID-19以降の新人看護職員の教育について

１）看護基礎教育における臨地実習の実態

　2020年１月頃よりCOVID-19の報道がなされ、２

月１日に横浜港に入港したクルーズ船で感染者が確

認された。それ以降、各地で感染者が確認され、一

気に感染拡大が進み、特に病院はクラスターが発生

するなど甚大な影響を受けた。その後４月７日～５

月６日まで緊急事態宣言が出され、解除後も、感染

防止として不要不急な外出を避ける、３密を避ける

などの対応が求められた。

　看護基礎教育においても様々な制約および工夫が

求められた。まず、２月28日および６月１日付で出

された文部科学省と厚生労働省による「新型コロナ

ウイルス感染症の発生に伴う医療関係職種等の各学

校、養成所及び養成施設等の対応について」（2020）

（表２参照）をうけて、教育体制を整備し、授業の

オンライン化、演習内容の厳選、学生同士の接触を

できる限り減らすために、シミュレーターを使用し

た演習などを行った。一方、臨地実習については、

病院から実習受け入れ中止の連絡があり、ほぼ学内

実習に置き換えざるを得ない状況が続いた。厚生労

働省からは、６月22日付けで「新型コロナウイルス

感染症の発生に伴う看護師等養成所における臨地実

習の取扱い等について」の事務連絡で、臨地実習で

の滞在時間の最小限でもよいことと、最終学年の実

習は事例を用いた看護過程の展開に置き換えても差
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支えがないとの事務連絡がなされた。

　日本看護系大学協議会（2020）は、８月に大学４

年生の必修である臨地実習科目についてその実施状

況を、大学施設（教員）を対象に緊急調査を行って

いる。それによると実習を「計画通り実施」は

1.9％に留まり、「すべて学内に変更」が74.1％を占

めた。そして、この４年生が卒業し新人看護職員に

なるにあたり、「例年よりも丁寧な研修、指導を望む」

こと、学生個々の実習実施状況が異なっているため

「精神的サポート」をお願いしたいことなどが挙げ

られた。本学の４年次学生も、上記調査結果と同様

であり、最終学年に配置されている統合実習（３単

位、135時間）について、緊急事態宣言が出されて

いない時期に、少数の学生は実習を行えたが、多く

の学生は学内実習またはオンライン実習に置き換え

ざるを得なかった。したがって、本学の４年生も、

臨地での実習経験が乏しく、学生個々で経験が異な

る状況になった。このような状況下で、看護学科の

教職員は、本学の４年生が新人看護職員として病院

等に入職することについて、リアリティショックは

生じないか、看護技術力は十分かとなど、懸念が生

じた。

表１　看護基礎教育卒業時の看護学生・新人看護師の教育等のガイドラインの記載内容
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２）病院における新人看護職員研修の実態

　COVID-19下で2020年４月に新人看護職員を受け

入れた病院の新人看護職員研修の実態を示す調査は

見当たらないが、取り組みの報告は散見される（表

３参照）。奥山（2021）、田中（2021）、佐々木、後藤、

小陽（2021）の文献によると、2020年度の新人看護

職員研修では、集合教育は中止されたものの、オン

ライン教育や分散型の遠隔研修が行われており、多

くの工夫がなされたことで例年と大きな差がなく、

課題としては、新人看護職員間のピアサポートの時

期が遅れたことが挙げられていた。

　また、佐藤ら（2020）は、自大学の取り組みとし

て、同系列内の病院にて新人看護職員研修の一端を

担い、技術演習の実施サポートとメンタルヘルス研

修を行ったことで、新人看護職員にも喜ばれ、大学

と病院の看護部の相互交流においても有効であった

ことを報告していた。

　以上のように2020年度に行われた病院における新

表２　COVID-19の影響による看護基礎教育、新人看護職員に関連する厚生労働省事務連絡
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人看護研修は、COVID-19下においても、病院の看

護管理者や教育担当部署の機転や工夫のなかで行わ

れたものと考える。ただし、この報告は大規模病院

のものであり、中・小規模の病院までの実態を反映

していない。

　一方で、2021年度以降の新人看護職員に関する懸

念と新人看護研修のあり方に関する報告がある。高

橋（2021）は、臨地実習に出られていない2021年度

表３　COVID-19に係る新人看護職員の研修に期待される要素・能力に関する文献検討
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の新人看護職員はこれまで以上のリアリティショッ

クを受けることを予想し、それを乗り越える社会人

基礎力の育成が重要であることを述べている。田中

（2021）は、内省する力、社会人基礎力を育む環境

づくりを挙げている。佐々木ら（2021）は、2020年

度の取り組みをさらに発展させることと、COVID-

19下での学習で獲得された強みを伸ばすことを提案

していた。

３）�厚生労働省による2021年（令和3年）新人看護

職員研修事業

　上記の１）２）の通り、COVID-19下で最終学年

での臨地実習に行けなかった学生が、2021年度の新

人看護職員として病院等に入職するうえでのリア

ティショックの問題、看護実践力の低下の問題は、

看護基礎教育側でも病院側でも指摘されていた。

　そのような中、厚生労働省（2020）は、12月23日

付けで「令和３年度新人看護研修の実施について」

の事務連絡を行い、「新型コロナウイルスの影響に

係る看護職員卒後フォローアップ研修事業」を実施

予定していること、そのために各都道府県において

も予算確保と看護学校養成所との連携の依頼をして

きた。その目的は、基礎教育において臨地実習の経

験が不足しておりかつ就業後の新人看護職員研修で

は補うことが難しい領域での経験等を補うこととし

ている。また、令和３年度新人看護職員研修の実施

の留意点として、令和３年度の新人看護職員の経験

不足が想定される内容も明記されている。ただし、

本事業に係るQ&Aをみると、事業補助には、演習

や座学の講義は含まれず、臨床現場における体験型

の学習に限ることが挙げられていた。

３．本学独自の卒後研修プログラム構築の必要性

　厚生労働省による令和３年度新人看護研修事業に

関する事務連絡を受けて、本学看護学科教員間で話

し合いの場を持った。先にも述べた通り、本学の４

年次学生の多くは、臨地での統合実習ができておら

ず、このまま新人看護職員になると、看護技術がで

きないのではないか、リアリティショックが大きく

離職に繋がるのではないかという心配の声が多く聞

かれた。そして、本学でも新人看護職員卒後フォロー

アップ研修に取り組みたいという意見でまとまっ

た。ただし、厚生労働省の研修事業として行う場合、

前述の２－３）にて述べたとおり、演習や講義は含

まれず、臨床現場での体験学習に限られている。臨

床現場の体験のためには、病院との連携や協力が不

可欠であるが、本学には付属する病院を持っていな

い。そして、本学の卒業生は、神奈川県内全域およ

び近県も含めて40以上の病院に分散して就職するた

め、そのうちの１病院に限定して協力しながら研修

を行うことは、現実的ではないと考えた。また、演

習や講義は含まれないとあるが、大学の看護教員は、

研究活動を通じて得た実践に役立つ知識を教授する

ことができるのであり、そのような講義や演習が含

まれないのは得策ではないと考えた。

　そこで、厚生労働省が掲げている新人看護研修の

目的を引き継ぎつつ、しかし、事業補助を受けずに、

本学独自の新人看護職員卒後フォローアップ研修プ

ログラムを構築し、実施したいと考えた。

　

Ⅲ．研修プログラム構築の工程

１．プロジェクトチームの立ち上げ

　大学基盤型の新人看護職員卒後フォローアップ研

修プログラムを構築するにあたり、まずは、看護学

科で取り組むことの承認、そして大学基盤型とする

ために大学組織からの承認を得ることが必要であっ

た。そこで、村上明美学部長と北岡英子学科長（当

時）と相談の上、2021年の２月中旬に、看護学科教

員会議および大学幹部会議にて、本研修の主旨、目

的、方法、成果について、協力してほしいことを説

明し、承認を得ることができた。その後すぐに、看

護学科教員にプロジェクトチームへの参加を募っ

た。なお、参加方法として、企画運営を行うコアメ

ンバー、研修プログラムの講師、研修運営の補助を

担うサポートメンバーの３つの役割に分けて募集を

行った。その結果、20名からなるプロジェクトチー

ムを作ることができた。プロジェクト会議は、２週

に１回オンラインで行い、役割の確認、意見交換を

行った。

２．学生を対象としたニーズ調査

　大学基盤型の新人看護職員卒後フォローアップ研

修を検討するにあたり、本学の４年次看護学生に参
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加の希望があるのか、どのような内容の研修を希望

するのか、を把握するために、以下の通り、ニーズ

調査を行った。

１）方法

　学生に対して、電子メールにて、調査の趣旨を説

明し、Googleフォームで作成したアンケートへの協

力を依頼した。なお、本調査は研究的取り組みでは

ないが、回答は自由意思によるものであり、回答し

なくても不利益になることはないことを明記した。

調査期間は2021年３月１日から３月10日までであっ

た。

２）結果

　アンケート回答数は63件で、回収率は73.3％で

あった。ニーズ調査の結果を表４に示す。「大学独

自の卒後フォローアップ研修への参加を希望します

か」の質問に対して、「参加したい」は２名（３％）、

「条件があえば参加したい」が48名（76%）で合わ

せると79%の学生は、参加したいという希望を持っ

ていた。そして、参加を希望する理由として、「知識・

技術の不足を感じるから」が34名（52%）、次いで「友

人や先生に会える機会になる」が17名（26%）であっ

た。参加方法については、「オンラインと対面の両方」

が27名（54%）、「オンライン」が19名（38%）であっ

た。参加を希望する研修内容は、提示した研修内容

のすべてが60%以上の希望であったものの、「生活

援助技術」48名（96%）や、「診療に伴う援助技術」

46名（92%）、「病態に基づく観察とアセスメント」

45名（90%）が特に多かった。

　一方で、「参加を希望しない」の回答は、13名（21%）

であり、その理由（重複回答可）として、「就職先

での研修で十分だと思うから」７名（46%）、「休み

をしっかりとりたいから」４名（27%）、「大学に通

うのは大変だから」が４名（27%）であった。

３）考察

　結果より、オンラインを用いた参加方法を多く希

望していることが分かった。そして、参加を希望す

る研修内容では、基本的な看護技術とアセスメント

の内容を多く希望していることが分かった。

　また「参加を希望しない」とした理由は、これか

ら学生が就職するにあたり、病院の新人看護研修シ

ステムを信頼し、かつ、自分の体調管理を考慮して

の回答であると考えられ、けっして否定的なもので

はないと考えた。また、この理由については、「条

件があえば参加したい」と回答した学生にも該当す

ると考えられた。したがって、大学基盤型で新人看

護研修を検討する上では、本学を卒業した学生が、

就職する病院施設との信頼関係を崩すことがないよ

うに、病院側にも連絡して大学基盤型の研修開催の

案内を行い、承諾を得ることが必要と考えられた。

さらに、新人看護職員の健康管理の面から、研修へ

の参加の有無は自由とし、気軽に参加できる雰囲気

づくりをすることが重要と考えられた。

３．研修プログラムの内容

１）内容の検討

　学生ニーズ調査を行った後、次に研修プログラム

内容と方法等の検討を開始した。検討においては、

以下の資料を基に、プロジェクトコアメンバーおよ

びプログラム講師を引き受けてくれた看護教員と相

談しながら行った。

　・�看護師等養成所の運営に関する指導ガイドライ

ンについて（表１上段参照）

　・�新人看護職員研修ガイドライン［改訂版］（表

１下段参照）

　・�令和３年度新人看護職員研修の実施について（令

和２年12月23日）（厚生労働省医政局看護課）（表

２最下段参照）

　・�COVID-19に係る新人看護職員の研修に期待さ

れる要素・能力に関する文献（表３参照）

　・�本学４年次看護学生を対象とした卒後フォロー

アップ研修に関するニーズ調査（表４参照）

　尚、２つのガイドラインを参照したのは、

COVID-19下で卒業時までに到達が難しかった能力

についての把握と、病院で行われる新人看護職員研

修の内容を補う、あるいは重複を防ぐことを決定す

るためである。その他の資料は、厚生労働省が示す

研修目的に沿い、かつ新人看護職員と新人看護職員

研修を行う病院のニーズに沿う内容とするためであ

る。

　これらの資料を分析した結果、概ね共通して含ま

れている内容は、メンタルヘルスサポート、看護実



新型コロナウイルスの影響に係る大学基盤型新人看護職員卒後フォローアップ研修プログラムの構築

─ 158 ─

践力としての看護技術（生活援助技術、診療に伴う

技術、フィジカルアセスメント）そして社会人基礎

力であることが分かり、この内容を常に含み、かつ

本学の看護教員がもつ専門的テーマに応じたプログ

ラム内容を検討した。

２）構築した研修プログラム

　構築した大学基盤型卒後研修プログラムを表５に

示す。生活援助技術（No１、５、６、９、10、13、

21）と診療に伴う技術内容（No14、16）、観察やフィ

ジカルアセスメント（No ３、８、18）など、基本

的な看護技術のプログラム内容、および多少応用的

であるが、例えば、患者教育や包括支援看護、非薬

物療法によるせん妄ケアなど、これからの看護を見

据えて新人看護職員が知っておくとよいプログラム

内容（No４、12、15、17、20）、およびメンタルヘ

ルスサポートに関連する内容（No２、７、11、19、

22）による22個のプログラムを配置した。またこれ

とは別に、各研修日の午後に看護技術セルフトレー

ニングの時間を置き、合計23のプログラムから構成

表４　４年次看護学生を対象とした卒後フォローアップ研修に関するニーズ調査結果
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表５　構築した大学基盤型卒後フォローアップ研修プログラム

した。なお、22のプログラムには、研修講師の協力

を得て、興味を引くタイトル付けを行っている。表

５の右列には、各プログラム内容に含まれる能力・

要素を社会人基礎力（［社］と表記）看護実践力に

つながる看護技術（［看］と表記）、メンタルヘルス

（［メ］と表記）と示した。

４．研修プログラムの実施方法

１）実施方法の検討

　研修プログラムの実施方法として、［開催時期］、

［会場］、［参加方法］、［申込方法］、［参加費］、［広

報活動］、そして［プログラム評価］について検討

した。
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表５　構築した大学基盤型卒後フォローアップ研修プログラム（つづき）

　［開催時期］については、COVID-19下の新人看

護職員のリアリティショックは、早い時期に来るこ

とを想定してできるだけ早い時期から開催したいと

考え、病院も大学も新入生を迎えてオリエンテー

ションが一通り終了した５月から開始することを検

討した。また、この時期の新人看護職員は平日の日

勤が多く、休暇をとりやすい土曜日がよいこと、ま

た、休息をとることも重要であるから、２週に１回

程度の頻度での開催について検討した。

２）構築した実施方法

　［開催時期］は、５月１日以降の２週に１回、原

則土曜日開講とし、研修開催最終月のみ、金曜日、

土曜日の連続する２日間とし、合計11日間の開催と

した。また、開催時間は、午前10時〜12時10分は講

師による講義・演習形式とし、午後13時〜15時30分
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を看護技術セルフトレーニング時間である。

　［会場］については、看護技術セルフトレーニン

グの環境として、本学の看護実習室を使用できるよ

うにし、事前に参加者が行いたい看護技術内容を把

握し、その技術に応じてトレーニングできる環境を

整えた。シミュレーターとDVD教材、生活援助診

療補助技術に関連する物品を用意した。

　［参加方法］は、看護技術のトレーニングのため

には対面参加が望ましいが、COVID-19の影響が続

いており、３密を防ぐ方法であり、かつ遠方の病院

に就職した、あるいは遠方に住んでいる者が、楽に

参加できるシステムとしてオンライン（ライブ）参

加、そして、土曜日の勤務調整がつかない者も多い

だろうと考え、講師によるオンライン講義を録画し、

それをYouTubeの限定公開で配信した動画を後日

みることができるオンデマンド参加の方法について

検討した。つまり３つの参加方法を可能にするハイ

ブリッド方式とした。

　［申込方法］については、Googleフォームを使っ

て、研修申込フォームを作成し、本学のWebサイ

トのトップページから申し込むことができるよう、

大学に依頼した。なお、本学のホームページを知ら

ない者も容易にアクセスできるよう、研修会の案内

チラシを作成し、その中にQRコードを貼付して、

その読み取りから申し込みができるしくみも作っ

た。

　なお、申込は研修日の３日前までにGoogleフォー

ムに申し込むこと、当日参加あるいはキャンセルは

可能であり、その場合には、本プロジェクトリーダー

に電子メールで連絡するしくみとした。

　［参加費］については、本研修会の開催について

大学から承認が得られたことから、大学の教室使用

料やオンラインシステムの使用料も一切かからずに

使用することができ、かつ、講師も多くが本学看護

教員であり無料で引き受けてくれたことから、新人

看護職員の参加費は無料とすることができた。なお、

外部講師への謝金や、大型備品の購入については、

本学事務局により対応していただいた。

　［広報活動］については、まず広報の対象者を検

討した。本研修プログラムを検討した当初は、2020

年度の本学卒業生のみとしていたところであるが、

対面、オンライン、オンデマンド参加が可能で、多

数の参加者の受け入れが可能であることから、広報

活動を拡大し、2019年度の本学卒業生、および神奈

川県内病院に勤務する新人看護職員および新人看護

職員の教育に関わる看護師にも参加を呼びかけた。

　具体的な広報活動として、本学の４年次学生への

案内は、本学の卒業式の後で学生が集合している場

所にて、案内チラシを配布し、看護教員が口頭にて、

参加募集の案内を行った。その後は、学生が卒業時

に登録してくれた個人の電子メールアドレス宛に案

内を送った。

　一方で、病院看護部長にも本学で新卒フォロー

アップ研修を行う許可をもらう必要があることか

ら、まずは、2020年度卒業生が入職する予定の病院

46か所に郵送にて、フォローアップ研修開催の案内

と卒業生が参加する場合の留意点および参加への配

慮を記載したものを送った。さらに、神奈川県内の

新人看護職員および指導者に案内するために、神奈

川県内の200床以上の149病院にチラシと案内文を郵

送した。

　［プログラム評価］の方法についても検討し、申

し込みのフォームと同様に、Googleフォームを使っ

て参加者アンケートを作成し、プログラムが終了し

た１週間のうちに、そのアンケートのURLをメー

ルに貼付して、回答を求める仕組みを作成した。

　以上のとおり、本学看護学科のプロジェクトチー

ムで検討を行い、「大学基盤型新人看護職員卒後フォ

ローアップ研修プログラム」を構築することができ、

2021年４月10日より、本学ホームページにて申し込

みを開始した。５月１日以降の研修プログラムの開

催状況については、別論文にて報告したい。

Ⅳ．おわりに

　COVID-19の影響により臨地実習などの制約を受

けた新人看護職員が、入職後のリアリティショック

や看護実践の困難を防止することを目的とし、本大

学基盤型の新人看護職員卒後フォローアップ研修プ

ログラムを構築することができた。構築した卒後

フォローアップ研修は、大学基盤型であることで、

23もの充実した研修プログラムをタイムリーにかつ

柔軟な対応力を持って提供できる仕組みであると考

える。
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　COVID-19下においても、大学の了解を得て、看

護学科教員の取り組みとして、プロジェクトチーム

を作り、本学を卒業した新人看護職員が、卒業時に

達成するべき目標に近づくことを支援する取り組み

ができたことの意義は大きいものと考える。それは、

看護教員もまた、様々な制約があり多忙を極めるな

かで、本学を卒後した2021年度の新人看護職員が、

リアリティショックや職場不適を起こさずに無事、

成長してほしいとの思いがあったからである。本学

を卒業した新人看護職員は、この卒後フォローアッ

プ研修を活用して、自分のペースで成長して、最終

的には本学が目指すヒューマンサービスを実践でき

る看護職員になってほしいと願う。
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